
HPVワクチHPVワクチンンのの効果効果

HPVワクチンのはじまりとHPVワクチンのはじまりと世界での状況世界での状況

発生頻度 ワクチン：サーバリックスⓇ ワクチン：ガーダシルⓇ
50％以上 疼

とう

痛
つう

・発赤・腫脹、疲労感 疼
とう

痛
つう

10 ～ 50％未満 掻
そう

痒
よう

、腹痛、筋痛・関節痛、頭痛など 腫脹、紅斑

1～ 10％未満 じんましん、めまい、発熱など 掻
そう

痒
よう

・出血・不快感、頭痛、発熱

1％未満 注射部位の知覚異常、感覚鈍麻、全身
の脱力 硬結、四肢痛、筋骨格硬直、腹痛・下痢

頻度不明 四肢痛、失神、リンパ節症など 疲労・倦怠感、失神、筋痛・関節痛、嘔吐
など

　　HPVワクチン接種後には、多くの方に、接種部位の痛みや腫れ、赤みなどが起こることがあります。
また、重い症状（重いアレルギー症状、神経系の症状）が起こることがあります。

HPVワクチHPVワクチンンののリスクリスク

110カ国で
公的接種

接種率
約8 割の国も

日本でも接種率は
徐々に上昇中

　HPVワクチン接種を国のプログラムとして早期に取り入れた
オーストラリア・イギリス・米国・北欧などの国々では、HPV
感染や前がん病変の発生が有意に低下していることが報告され
ています。
　これらの国々では、ワクチン接種世代と同じ世代でワクチン
を接種していない人のHPV感染も低下しています（集団免疫
効果といいます）。(出典：公益社団法人日本産科婦人科学会HP)

早期に取り入れた他国は
ワクチンにより
HPV感染者が
減少

子宮頸がんをおこしやすいタ
イプであるHPV16型と 18型
の感染を防ぐ

→子宮頸がんの原因の
　　　50～ 70％を予防
※HPV16型と18型が、子宮頸が
んの原因の50～70％を占めます。

抗体は少なくとも 12 年
維持される可能性がある

※ワクチンの誕生（2006年）以降、
期待される効果について研究が
続けられています。

HPVワクチンの接種を
1 万人が受けると、約 70人
が子宮頸がんにならなく
てすみ、約 20 人の命が
助かると試算されている

　HPVワクチンは、2006年に欧米で生まれ、使われ始めました。
　日本では、2009年 12月にワクチンとして承認され、接種が始まりました。
世界保健機関（WHO）が接種を推奨しており、2020 年 11 月時点では
110カ国で公的な予防接種が行われています。
　カナダ、イギリス、オーストラリアなどの接種率は約 8割です。

アメリカ 49％
カナダ 83％
イギリス 82％
イタリア 52％
ドイツ 43％
フランス 33％
オーストラリア 79％

<HPVワクチンを接種した
女の子の割合（2019年）>
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子宮頸がんと新たに診断された人の数（2018年）
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頸部 子宮

2 クラスに1人くらい 10クラスに1人くらい

※ 1クラス 35人の場合

問合先問合先　保健センター（☎ 75‐6471）　保健センター（☎ 75‐6471）

小学校小学校66 年～高校年～高校11 年年
　のの女の子女の子とと保護者の方保護者の方へへ
　～　～大切なお知らせ～大切なお知らせ～

　HPVワクチン
　HPVワクチンのの　　接種をご検討ください

　　接種をご検討ください

子宮頸がんの現状子宮頸がんの現状
子宮頸がんは、子宮の頸部という子宮の出口に近い部分にできるがんです。
子宮頸がんは、若い世代の女性のがんの中で多くを占めるがんです。

子宮頸がんにかかる仕組み子宮頸がんにかかる仕組み

　子宮頸がんのほとんどがヒ
トパピローマウイルス（HPV）
の感染で生じることが発見さ
れました。

　子宮頸がんの原因となるウ
イルスのタイプが少なくとも
15種類あることが分かってい
ます。

＜子宮頸がんの進行＞
⓪正常 ①HPVの感染 ②HPVの持続感染 ③前がん病変（異形成） ④子宮頸がん

正常な子宮頸部の
細胞にHPVが感染する。

がんになる手前の
状態になる。

前がん病変から
がんになる。

一部の人でHPVがなくならず、
ずっと感染した状態になる。

ヒトパピローマ
ウイルス感染 手術などの治療が必要になります

〈一生のうち子宮頸がんになる人〉 〈子宮頸がんで亡くなる人〉

けいけい

相
当
相
当

（出典：厚生労働省『小学校 6年～高校 1年相当の女の子と保護者の方へ大切なお知ら（出典：厚生労働省『小学校 6年～高校 1年相当の女の子と保護者の方へ大切なお知らせせ（詳細版）』）（詳細版）』）
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　本市において接種履歴のない下記の方 本市において接種履歴のない下記の方 にに、、予診票を予診票を順次順次送付します送付します。。

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
日
本
で
は
毎
年
約
1.1
万

人
の
女
性
が
罹
る
病
気
で
あ
り
、
毎
年
約

2
9
0
0
人
の
女
性
が
こ
の
病
気
の
た
め
に
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
若
い
世
代
、
特
に

20
〜
30
歳
代
の
女
性
が
罹
る
こ
と
も
多
い
の
が

特
徴
で
す
。
こ
の
病
気
は
、
早
期
に
発
見
し
治

療
を
受
け
れ
ば
、
多
く
の
場
合
は
治
す
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
子
宮
の
一
部
、
あ
る
い
は
全
部

を
切
り
取
る
こ
と
に
な
り
、
妊
娠
の
際
の
リ
ス

ク
が
高
く
な
っ
た
り
、
妊
娠
で
き
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

近
年
、
子
宮
頸
が
ん
の
ほ
と
ん
ど
が
ヒ
ト
パ

ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
H
P
V
）
と
い
う
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
で
生
じ
る
こ
と
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
予
防
す

る
ワ
ク
チ
ン
（
H
P
V
ワ
ク
チ
ン
）
が
開
発

さ
れ
、
海
外
で
は
2
0
0
6
年
か
ら
、
日
本

で
も
2
0
0
9
年
か
ら
接
種
が
始
ま
り
ま
し

た
。
W
H
O
（
世
界
保
健
機
関
）
は
、
ワ
ク
チ

ン
と
が
ん
検
診
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
子

宮
頸
が
ん
は
撲
滅
で
き
る
と
し
て
、
積
極
的
な

接
種
を
勧
め
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
海
外
で

は
前
が
ん
病
変
を
予
防
す
る
効
果
や
、
30
歳
ま

で
に
子
宮
頸
が
ん
に
な
っ
た
方
が
63
％
減
少
し

た
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も

2
0
1
3
年
よ
り
小
学
6
年
か
ら
高
校
1
年

の
女
子
へ
の
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
接
種

を
う
け
た
世
代
で
は
、
前
が
ん
病
変
と
な
る
方

が
減
少
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
後
に
、
広
い
範
囲

に
広
が
る
痛
み
や
手
足
の
動
か
し
に
く
さ
等
を

中
心
と
す
る
症
状
が
報
告
さ
れ
、
日
本
で
は
積

極
的
な
接
種
が
控
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
ワ
ク
チ
ン
と
の
関
連
性
を
調
べ
た
結
果
、

明
ら
か
な
因
果
関
係
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
思
春
期
の
女
性
に
は
同
様
の
症
状
が
一
定

の
割
合
で
起
こ
る
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
も

の
か
ど
う
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
と
い
う
結
論

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
は
効
果
と
副
反
応
と
の
バ
ラ
ン
ス

が
大
事
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
積
み
重
ね
ら
れ
た

報
告
を
ま
と
め
る
と
、
H
P
V
ワ
ク
チ
ン
は
有

効
性
が
う
わ
ま
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
万
一
健
康
被
害
の
症
状
が
み
ら

れ
た
時
の
診
療
体
制
も
整
え
ら
れ
て
き
ま
し
た

の
で
、
今
回
H
P
V
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
が

再
度
勧
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

子
宮
頸
が
ん
は
、
予
防
で
き
る
方
策
が
確
立

さ
れ
た
病
気
で
す
。
効
果
と
副
反
応
に
つ
い
て

し
っ
か
り
理
解
を
し
た
う
え
で
、
ぜ
ひ
と
も
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
前
向
き
に
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

市民病院産婦人科
森川　重彦　部長医師

接種対象期間の方接種対象期間の方

● 対象
小学6年生 から高校1年生 に相当する年齢の女性

● 接種可能時期
小学6年生から高校1年生の年度末（16歳となる日の属する年度末まで）
　※HPVワクチンは、3回の接種が必要です。

HPVワクチンの接種を個別にお勧めする取組みが差し控えられていた間、定期接種の機会を逃
した方に、公平な接種機会を確保する観点から、あらためて接種の機会をご提供します。

● 対象（下記の2点を満たす方）
・1997年 4月 2日～ 2006年 4月 1日生まれの女性

　・過去にHPVワクチンの接種を合計 3回受けていない

● 接種可能時期
令和4年 4月～令和 7年 3月の 3年間、公費で接種可能

接種機会を逃した方接種機会を逃した方

無料無料でで
接種できます接種できます
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